
学校の様子(3/19) 

 

３／１９（木）卒業証書授与式 

 臨時休校となった３月、新型コロナウィルスの終息も先が見えない状況の中で、いろいろな

ことを模索しながら卒業式に向けて進めてきました。保護者の皆様にも大変なご心配をおかけ

したことと思います。ＰＴＡの皆様や６年生保護者の皆様からも貴重なご意見や思いを届けて

いただきました。ありがとうございました。子どもたちを守ることと、大切な卒業式にしたい

思いをもって、可能なことを全職員で考えてきました。何が正解かは分かりませんが、天候に

も恵まれ、保護者の皆様にも温かく見守られ、今日卒業式を行うことができたことを本当に嬉

しく思います。特別な卒業式になりました。ありがとうございました。 

 卒業式の様子を映像でも見ていただきましたが、校長式辞は以下の通りです。 

 

春の柔らかな光が木々を照らし、命の躍動の季節が始まろうとしています。皆さんの卒業を祝うかのように、

正門の桜も少しずつ蕾が膨らみ始めてきました。 

令和最初の記念すべき卒業証書授与式ですが、ご承知のとおり、コロナウィルスによる感染予防を念頭にお

いた卒業式を行うこととなりました。何が正解かはわかりません。本来なら、小学校生活六年間の集大成とし

ての大切な三月があるはずでした。突然の休校となり、六年生の担任の先生をはじめ、全ての先生たちが悔し

くて残念な気持ちでいっぱいでした。クラスにとってもこの三月は、この一年様々なことに一緒に取り組んで

きた仲間との思い出を振り返り、絆を深め合い、そして中学や未来を想像して希望を膨らませる大切な三月に

なるはずでした。六年生を送る会では、たくさんのメッセージを皆さんに伝えるはずでした。給食の時間は、

皆さんと校長室で一緒に会食できるはずでした。卒業式の練習をしながら卒業への思いが高まり、卒業式前の

最後の三日間は、大切な大切な三日間となるはずでした。 

できなかったことを残念がってもしょうがないかもしれません。でも、最も大切な三月の学校生活がなくな

ってしまったことは、とっても残念でなりません。この三月を今日一日に凝縮することはできませんが、皆さ

んと出会っている今この一瞬を大切にしたいと思っています。 

改めまして、小学校を巣立つ 百九十六名のみなさん、ご卒業おめでとうございます。先ほど一人一人に卒

業証書を渡しましたが、受け取るその姿に、六年間の学びの成果と、中学校に進む力強い決意を感じました。

今年から証書入れを、筒からファイルの形に変えました。六年間の思い出とともに大切にしてください。 

皆さんとの出会いは二年前。みなさんが五年生のときです。やっぱり野外活動が印象的です。雨の二日間、

「信定ホール」でのキャンドルサービス、火の神、クラスごとの出し物･･･、盛り上がるときのパワーと団結

力のすごさは今でもよく覚えています。最高学年の六年生では、卒業文集にも多くの人がおそらく書いている

であろう修学旅行はよい思い出です。皆さんにとっても、クラスの仲間や京都・奈良の素晴らしさを感じとる

貴重な時間になったのではないでしょうか。この一年を振り返ったときに思い浮かぶのは、みんなで力を合わ

せて頑張ったことや、全力を出して一生懸命に取り組んでいるみなさんの姿です。中学でも、全力を出し切っ

て、いっぱい感動できる人であってくださいね。 

卒業にあたり、皆さんに贈りたい言葉があります。卒業アルバムや学校新聞にも載せましたが、その中から

一つ、野球のイチロー選手の言葉を紹介します。それは、 

「できると思ったことが必ずできるとは限らないけど、できないと思ったら絶対にできない。可能性を決めな

いでほしい。」という言葉です。皆さんの可能性は無限にあります。できないと思うのではなく、できるんじ

ゃないかといろいろなことにチャレンジしてみてください。夢や可能性をあきらめないでくださいね。あきら

めなければ、夢は１００％あります。皆さんの未来に幸あれです。 

最後に、本日この場にはお見えになりませんが、本来ならこの場で、皆さんの立派な姿を直接見ていただき

たかった保護者の皆様に、この場を借りてお伝えします。保護者の皆様、お子様のご卒業おめでとうございま

す。六か年に渡り、市が洞小学校の教育に対しまして、ご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございま

した。各家庭での支えがあったからこそ、今日のこの日があると、職員一同心より感謝し、お礼申し上げます。

これからも市が洞小学校の発展を見守りいただき、ご協力をお願い申し上げます。 

それでは、卒業生の皆さん、いよいよ羽ばたきのときです。胸を張って、笑顔で飛び立っていってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

「別れの言葉」では呼びかけとともに「さよなら友よ」「旅立ちの日に」を合唱し、最後に校歌を歌いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業生退場は、職員で花道を作りました。      トイレ休憩(職員の準備時間)後、気持ちを切り替えていざ出陣！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サプライズの「６年生を送る会」全力で笑いました！ 第１部：先生出し物 ご覧のとおり！ 内容はヒ･ミ･ツ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２部：「思い出ムービー上映会」懐かしい先生からのメッセージも！        第３部：６年生から先生たちへのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後は運動場で、保護者の皆様に「別れの言葉」（呼びかけと合唱）を披露し、保護者の皆様とともに花道を歩きました。 



 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＡの皆様が横断幕を作成してくださいました。特別な卒業式に花を添えていただきありがとうございます。 

担任団への花束やアルバム作成など大変嬉しい贈り物にも担任一同感謝感激です。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

前日の卒業式予行：職員が 6 年生役になって本番通りに練習しました。      6年生を送る会の練習場面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東館の階段を上がると正面に現れる職員からのメッセージ        ワークスペースには「おもいでロード」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日朝の 6 年生の教室                   当日朝のあおぞら教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育館前や昇降口前の「ご卒業おめでとう」メッセージ      祝辞・メッセージの数々･･･ありがとうございました 


